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2Ep-9 女子中学・高校生のファション意識(第１報)ファッションに関する意識と知識

東京家政学院大家政　○富田弘美　　群馬女短大　伊藤隆子

山梨県立女短大小菅啓子　共立女大家政小林茂雄

＜目的＞ファッションに関する物質や情報があふれている今日、中学生、高校生の着装意

識や購買意識について、前回の「男子のファッション意識と知識」に引き続き、今回は女

子を対象にして調査を行い二者間の特徴について比較検討した。

＜方法＞公立中学１年生および公立高校１年生（東京都、山梨県、群馬県）の女子それぞ

れ300人を対象にファッション意識に関する35項目、ファッション知識に関する４項

目（雑誌、ファッション用語、ブランド名、スキン・ヘアーケア商品）について、199

2年11月にアンケート調査を実施した。調査データは平均値の差の検定、因子分析、因

子得点とファッション知識との相関分析などにより解析した。

＜結果＞因子分析により中学生の場合には10個、高校生の場合には11個の基本因子が

抽出された（固有値1. 0以上、累積寄与率は中学生6 0. 3％、高校生5 8. 9％）。

これらの因子は中学生ではおしゃれへの目覚め、購買行動、同調性などであり、高校生で

はおしゃれ表現の他は中学生とほとんど同じ因子が抽出された。また高校生は時計、靴、

バック、アクセサリーなどで積極的なおしゃれ表現の意識があり、中学生は身近なヘアー

スタイルや大人のスーツに憧れるなどおしゃれへの目覚めが伺われる。ファッション意識

の第１因子（おしゃれに関する因子）とファッション知識との関連については、相関係数

の有意性の検定の結果、中学生、高校生ともに４項目との間に危険率1％で有意性が認め

られたが、その中で雑誌との相関が高かった。女子のファッション意識の因子構造は男子

の場合とほぼ同様の傾向が認められたが女子は男子に比べ、多様な意識が伺われた。

2 Ep-10　　　　　女子中学･高校生のファッション意識（策2fl）服装スタイルイメージとファッション知識

　　　　　　　　　　群罵女短大　　○伊藤隆子　　　　　　東京家政学院大家政　　富田弘美

　　　　　　　　　　山梨県立女短大　小菅啓子　　　　　共立女大家政　　　　　小林茂雄

＜目的＞ファッションに関する情報や物品が容易に手に入る今日、女子中学・高校生のフ

ァッション意識を明らかにするために、本報では女子中学・高校生向けのファッション雑

誌にある代表的なスタイル写真から、スタイルイメージを測定した。さらに、第1報のフ

ァッション意識の因子分析をもとに被験者を層別し、彼女たちのスタイルイメージとファ

ッション知識の関係について考察した。

＜方法＞調査対象者及び調査時期は第１報と同様である。服装スタイルのイメージは。フ

ァッション雑誌から代表的なものを６種類抜粋し。それらについてSD評価（16形容詞

対。４段階尺度）を行った。次に。第１報のファッション意識の因子分析で抽出されたお

しゃれに関する因子に着目し、被験者層を因子得点の高・中・低の３グループに分け、６

種類の服装スタイルについてSD評定平均値を層別ごとに求めて。これを観測回数として

因子分析を行った。

＜結果＞因子分析によりファッション感、カジュアル感。自己表現の３つの基本的因子が

抽出された（固有値1. O以上、バリマックス回転、累積因子寄与率は中学96. 5%。

高校9 8.0%）。各因子の因子得点の差から考察すると、高校生の方がおしゃれ感覚を

持ちはじめている傾向にある。服装スタイル別では、中学生はジーンズに対してファッシ

ョン感の因子得点が高く。高校生はスーツに対して自己表現の因子得点が高かった。また、

ファッション知識に関しては、ファッション用語、ブランド名について「知らない」と回

答した中学生がそれぞれ2. 6%。9. 0％。高校生は0％であり。知識量は同年の男子

生徒より上まわっていることが明らかになった。
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